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法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
十
三
項
に
規
定
す
る
耐
久
性
向
上
改
修
標
準
的
費
用
額
が
五
十
万
円
を
超
え
る
も

の
で
あ
る
こ
と
、
耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
を
し
た
家
屋
が
小
規
模
居
住
用
家
屋
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
そ

の
他
の
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
と
す
る
。

一

第
十
四
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件

二

耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
を
し
た
家
屋
が
小
規
模
居
住
用
家
屋
に
該
当
す
る
こ
と
。

24

法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
十
六
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
と
す
る
。

一

第
十
七
項
第
一
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
要
件

二

子
育
て
対
応
改
修
工
事
等
を
し
た
家
屋
が
小
規
模
居
住
用
家
屋
に
該
当
す
る
こ
と
。

第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
六
項
中
「
を
満
た
す
も
の
」
及
び
「
を
満
た
す
工
事
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
及

び
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

子
育
て
対
応
改
修
工
事
等
を
し
た
家
屋
が
居
住
用
家
屋
に
該
当
す
る
こ
と
。

第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
六
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第

十
四
項
中
「
同
条
第
十
四
項
」
を
「
同
条
第
二
十
二
項
」
に
、「
及
び
第
十
六
項
」
を
「
、
第
十
七
項
及
び
第
二
十
四
項

第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
そ
の
他
」
を
「
、
当
該
耐
久
性
向
上
改
修
工

事
等
を
し
た
家
屋
が
居
住
用
家
屋
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
」
に
改
め
、「
を
満
た
す
も
の
」
及
び
「
を
満

た
す
工
事
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

耐
久
性
向
上
改
修
工
事
等
を
し
た
家
屋
が
居
住
用
家
屋
に
該
当
す
る
こ
と
。

第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
三
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第

十
一
項
中
「
同
条
第
十
三
項
」
を
「
同
条
第
二
十
一
項
」
に
、「
及
び
第
十
三
項
」
を
「
、
第
十
四
項
及
び
第
二
十
三
項

第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
そ
の
他
」
を
「
、
当
該
住
宅
耐
震
改
修
を
し
た

家
屋
が
居
住
用
家
屋
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
」
に
改
め
、「
を
満
た
す
も
の
」
及
び
「
を
満
た
す
工
事
」

を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
こ
の
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
十
二
項
第
二
号
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を

削
り
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

住
宅
耐
震
改
修
を
し
た
家
屋
が
居
住
用
家
屋
に
該
当
す
る
こ
と
。

第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
十
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
を
満
た
す
も
の
」
及
び
「
を
満
た

す
工
事
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

二

多
世
帯
同
居
改
修
工
事
等
を
し
た
家
屋
が
居
住
用
家
屋
に
該
当
す
る
こ
と
。

第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
九
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、同
条
第
七
項
中「
同

条
第
十
二
項
」
を
「
同
条
第
二
十
項
」
に
、「
及
び
第
九
項
」
を
「
、
第
十
項
及
び
第
二
十
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
を
満
た
す
も
の
」
及
び
「
を
満
た
す
工
事
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
及
び

第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

一
般
断
熱
改
修
工
事
等
を
し
た
家
屋
が
居
住
用
家
屋
に
該
当
す
る
こ
と
。

第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、同
条
第
四
項
中「
同

条
第
十
一
項
に
」
を
「
同
条
第
十
九
項
に
」
に
、「
及
び
第
六
項
」
を
「
、
第
七
項
及
び
第
二
十
項
第
二
号
」
に
、「
同
条

第
十
一
項
第
一
号
」
を
「
同
条
第
十
九
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
を
満
た

す
も
の
」
及
び
「
を
満
た
す
工
事
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、

同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

高
齢
者
等
居
住
改
修
工
事
等
を
し
た
家
屋
が
居
住
用
家
屋
（
法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る

居
住
用
家
屋
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
該
当
す
る
こ
と
。

第
二
十
六
条
の
二
十
八
の
五
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、同
条
第
一
項
中「
同

条
第
十
項
」
を
「
同
条
第
十
八
項
」
に
、「
及
び
第
三
項
」
を
「
、
第
四
項
及
び
第
十
九
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
個
人
の
所
有
す
る
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
で
政
令
で
定

め
る
も
の
は
、
同
項
に
規
定
す
る
特
定
個
人
が
所
有
す
る
そ
の
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
と
し
、
そ
の
者
が
そ
の
居

住
の
用
に
供
す
る
家
屋
を
二
以
上
有
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
家
屋
の
う
ち
、
そ
の
者
が
主
と
し
て
そ
の
居
住
の

用
に
供
す
る
と
認
め
ら
れ
る
一
の
家
屋
に
限
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
六
条
の
三
十
第
一
項
第
一
号
中
「
こ
の
項
、
次
項
及
び
第
四
項
第
一
号
ロ
」
を
「
こ
の
条
」に
、「
こ
の
項
に
」

を
「
こ
の
項
及
び
第
十
二
項
に
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
イ
中
「
第
六
項
第
一
号
ヘ
」
を
「
次
項
第
一
号
ヘ
」に
改
め
、

同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
業
務
執
行
で
あ
つ
て
、
当
該
業
務
執
行
を
行
う
者
又
は
当
該
業
務

執
行
を
行
う
者
と
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
そ
の
他
の
当
該
業
務
執
行
を
行
う
者
の
利
害
関
係
人
と
当
該
投
資
組

合
事
業
に
係
る
投
資
組
合
（
法
第
四
十
一
条
の
二
十
一
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
投
資
組
合
を
い
う
。
以
下

こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
有
限
責
任
組
合
員
（
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
有
限
責
任
組
合
員
を
い

う
。
第
十
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）と
の
利
益
が
相
反
す
る
取
引
を
行
う
こ
と
。

第
二
十
六
条
の
三
十
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
第
十
項
」
を
「
第
十
一
項
」
に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
第
二
項
各
号
」
を
「
第
五
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
四
項
第
一
号
中

「
第
十
項
に
」
を
「
第
十
一
項
に
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
九
項
」
を
「
第
十
項
」
に
、「
第
十
項
第
二
号
」
を
「
第

十
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
二
項
各
号
」
を
「
第
五
項
各
号
」
に
、「
又
は
ロ
」
を
「
か
ら
ハ
ま
で
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
項
第
一
号
及
び
第
五

項
第
三
号
」
を
「
第
七
項
第
一
号
及
び
第
八
項
第
三
号
」
に
、「
前
項
各
号
」
を
「
第
一
項
各
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
第
九
項
及
び
第
十
項
第
二
号
」
を
「
第
十
項
及
び
第
十
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、

同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

２

前
項
第
三
号
ハ
に
規
定
す
る
業
務
執
行
を
行
う
者
と
特
殊
の
関
係
の
あ
る
者
と
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
い
う
。

一

次
に
掲
げ
る
個
人

イ

当
該
業
務
執
行
を
行
う
者
（
個
人
に
限
る
。
ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。）の
親
族

ロ

当
該
業
務
執
行
を
行
う
者
と
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者

ハ

当
該
業
務
執
行
を
行
う
者
の
使
用
人

ニ

イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
当
該
業
務
執
行
を
行
う
者
か
ら
受
け
る
金
銭
そ
の
他
の
資
産
に
よ

つ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
も
の

ホ

ロ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
生
計
を
一
に
す
る
こ
れ
ら
の
者
の
親
族

ヘ

当
該
業
務
執
行
を
行
う
者
（
法
人
に
限
る
。）の
役
員
及
び
当
該
役
員
に
係
る
法
人
税
法
施
行
令
第
七
十
二
条

各
号
に
掲
げ
る
者

二

当
該
業
務
執
行
を
行
う
者
と
他
の
者
と
の
間
に
い
ず
れ
か
一
方
の
者
（
当
該
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
こ

れ
と
法
人
税
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
殊
の
関
係
の
あ
る
個
人
を
含
む
。）が
他
方
の
者
（
法
人
に

限
る
。）を
直
接
又
は
間
接
に
支
配
す
る
関
係
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
者

三

当
該
業
務
執
行
を
行
う
者
と
他
の
者
（
法
人
に
限
る
。）と
の
間
に
同
一
の
者
（
当
該
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に

は
、
こ
れ
と
法
人
税
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
殊
の
関
係
の
あ
る
個
人
を
含
む
。）が
当
該
業
務
執

行
を
行
う
者
及
び
当
該
他
の
者
を
直
接
又
は
間
接
に
支
配
す
る
関
係
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
者

３

前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
直
接
又
は
間
接
に
支
配
す
る
関
係
と
は
、
一
方
の
者
と
他
方
の
者
と
の
間

に
当
該
他
方
の
者
が
次
に
掲
げ
る
法
人
に
該
当
す
る
関
係
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
関
係
を
い
う
。

一

当
該
一
方
の
者
が
法
人
を
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
法
人

二

前
号
若
し
く
は
次
号
に
掲
げ
る
法
人
又
は
当
該
一
方
の
者
及
び
前
号
若
し
く
は
次
号
に
掲
げ
る
法
人
が
他
の
法

人
を
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
他
の
法
人

三

前
号
に
掲
げ
る
法
人
又
は
当
該
一
方
の
者
及
び
同
号
に
掲
げ
る
法
人
が
他
の
法
人
を
支
配
し
て
い
る
場
合
に
お

け
る
当
該
他
の
法
人

４

法
人
税
法
施
行
令
第
四
条
第
三
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
法
人
を
支
配
し
て
い
る
場

合
及
び
同
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
規
定
す
る
他
の
法
人
を
支
配
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
六
条
の
三
十
第
十
八
項
及
び
第
十
九
項
を
削
り
、
同
条
第
十
七
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項

を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
十
七
項
」
を「
第
十
九
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
第
一
号
中
「
同
条
第
四
項
第
二
号
に
規
定
す
る
」
及
び「（
次

号
及
び
次
条
に
お
い
て
「
投
資
組
合
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
第
一
号
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